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IDB年次総会 2005年４月沖縄で開催

県
の
農
業
就
業
人
口
に
占
め
る
女
性
の
割
合

は
約
四
割
で
す
。
農
山
漁
村
に
お
け
る
女
性
は

多
様
な
活
動
を
通
し
て
、
農
林
水
産
業
振
興
及

び
地
域
の
活
性
化
に
大
き
く
貢
献
し
、
重
要
な

担
い
手
と
し
て
評
価
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

県
で
は
、
農
林
水
産
業
の
発
展
や
住
み
よ
い

農
山
漁
村
を
築
く
た
め
、
男
女
が
能
力
と
個
性

を
十
分
発
揮
で
き
る
、
農
山
漁
村
に
お
け
る
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
農
林
水
産
業
の
担
い
手
、
関
係

団
体
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
め
る

「
沖
縄
県
農
山
漁
村
男
女
共
同
参
画
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
平
成
十
四
年
度
に
策
定
し
ま
し
た
。
本
ビ
ジ

ョ
ン
は
平
成
十
五
年
度
か
ら
二
十
四
年
度
ま
で

の
十
年
間
を
推
進
期
間
と
し
、
四
つ
の
推
進
課

題
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

農業経営に信子さんの意見をどんどん
取り入れる、理解ある春行さん。経営記
帳に基づく計画的な農業を実践している
ベストパートナーです。

仲松さん夫妻はそれぞれの個性を発揮
し、地域や組織のリーダーとして活躍し
ています。また、県内初の夫婦連名認定
農業者であり、名実備わったパートナー
シップ農業の先駆けです。

漁獲から加工品開発、販売活動に取り
組むことで、経営の安定を図っています。
また、地域や組織のリーダーとしても活
動しているご夫妻です。

普天間信子・春行さんご夫妻
知念村：野菜栽培

仲松須磨子・益實さんご夫妻
石垣市：サトウキビ栽培・繁殖牛経営

奥原初枝・栄一さんご夫妻
伊良部町：漁業（鰹）・加工業

県
で
は
、「
沖
縄
県
農
山
漁
村
男
女
共
同
参
画
ビ
ジ
ョ

ン
」
に
示
さ
れ
た
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
す

た
め
の
意
識
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
、
平
成
十
三
年
度

か
ら
ベ
ス
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
賞
を
創
設
し
、
四
つ
の
部
門
で

賞
を
授
与
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
五
組
の
ご
夫
妻
が

ベ
ス
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

■
農
山
漁
村
に
お
け
る

男
女
共
同
参
画
の
現
状

■
農
山
漁
村
の
ベ
ス
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
賞

入
賞
者

■
沖
縄
県
農
山
漁
村
男
女

共
同
参
画
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

低
い
女
性
の
社
会
参
画

●
女
性
起
業
者
・
グ
ル
ー
プ
の
増
加

一
七
五
件
（
う
ち
食
品
加
工
一
〇
六
件
）

●
家
族
経
営
協
定
農
家
の
増
加

二
三
二
戸
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家
族
経
営
協
定
と
は
？

経
営
の
方
針
や
家
族
一
人
ひ
と
り
の
役

割
、
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
な
ど
に
つ
い

て
、
家
族
み
ん
な
で
話
し
合
い
な
が
ら
『
家

族
間
の
ル
ー
ル
』
を
文
書
に
し
て
取
り
決
め

る
こ
と
で
す
。

芽
生
え
つ
つ
あ
る

女
性
の
経
営
参
画

役割分担をすることで、地域リーダー
として活躍している文子さん。それを支
えている義盛さん。夫婦の絆とパートナ
ーシップが発揮されているお二人です。

上地文子・義盛さんご夫妻
今帰仁村：サトウキビ・野菜栽培

男
女
の
個
性
と
自
主
性
を
尊�

重
し
た
農
漁
業
経
営
の
確
立�

男
女
が
主
体
的
に
能
力
発
揮�

で
き
る
夢
の
あ
る
農
漁
家
生�

活
の
実
現�

男
女
共
に
築
く
自
然
と
共
生�

す
る
魅
力
的
な
地
域
づ
く
り�

男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
体�

制
の
整
備�

①�②�③�④�

わたしもあなたも地域も輝く�
農山漁村の男女共同参画社会�

■農業委員に占める女性の割合（14年度）� ■県農業関連審議委員に占める女性の割合（15年度）�

■農協正組合員数に占める女性の割合（15年度）� ■漁協正組合員数に占める女性の割合（15年度）�

女性�
57人�

女性�
24人�

女性�
5,957人�

女性�
14人�

男性�
720人�

男性�
50,729人�

男性�
67人�

男性�
3,156人�

～バトンタッチ部門～
（後継者育成）

～多角経営部門～
（部門経営）

～社会参画部門～
（女性の地位向上）

～二人三脚部門～
（役割分担）

～二人三脚部門～
（役割分担）

多宇さん夫妻は、経営移譲を計画的に
進め、スムーズにバトンタッチ。後継者
夫妻が農業に専念し、それを支える体制
ができています。家族で支え合い歩んで
きました。

多宇サク子・脩さんご夫妻
石垣市：肉用牛経営

農山漁村の女性・高齢者は、本県
の農林水産業の重要な担い手であ
り、農林水産業振興及び地域の活性
化に大きく貢献しています。
このような状況の中、本県では、

平成14年度に「沖縄県農山漁村男
女共同参画ビジョン」並びに「沖縄
県農山漁村高齢者ビジョン」を策定
し、農山漁村の女性や高齢者がいき
いき活躍できるよう様々な施策を展
開しています。

沖縄県農山漁村男女共同参画ビジョン

舞台は沖縄！　世界最大級の国際会議
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「ちゅらさん運動」で築く安全・安心な沖縄県 毎月３日は、「ちゅらさん運動の日」

本
県
で
も
高
齢
化
は
進
ん
で
い
ま
す
。

中
で
も
農
山
漁
村
の
高
齢
化
は
、
都
市
部

に
比
較
し
て
二
十
年
ほ
ど
先
行
し
て
い
る

状
況
で
す
。

平
成
十
二
年
の
農
山
漁
村
に
お
け
る
農

林
漁
業
担
い
手
の
六
十
五
歳
以
上
の
割
合

は
、
農
業
就
業
人
口
で
四
八
・
七
％
（
平

成
二
年
の
約
一
・
五
倍
）、
漁
業
就
業
人

口
で
は
二
七
・
二
％
（
平
成
二
年
の
約
二

倍
）
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
高
齢
化
は

加
速
す
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

■
沖
縄
県
農
山
漁
村
高
齢
者
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

■
本
県
に
お
け
る
高
齢
者
の
現
状

■
地
域
で
活
躍
い
き
い
き
高
齢
者

●
お
問
い
合
わ
せ

県
営
農
推
進
課

TEL
０
９
８
―
８
６
６
―
２
２
８
０

FAX
０
９
８
―
８
６
６
―
２
３
０
９

生
産
活
動
・
世
代
間
交
流

「
つ
む
か
ぎ
会
」（
城
辺
町
西
中
・
長
南
）

基
本
目
標�

め
ざ
す
姿�

基
本
課
題�

推
進
事
項�

地域社会活動に参画
し、生きがいを実感
できる高齢者�

生産活動に参画し、
生きがいを実感する
高齢者�

家庭生活で役割を果
たし、生きがいを実
感する高齢者�

やりがいのある�

農漁業関連活動への参画�

潤いある�

農山漁村生活の実現�

生きがいがもてる�

高齢者活動支援�

世代間交流を通した
伝統的な農林漁法の
保存・伝承�

消費者との交流によ
る多様な販売活動体
制の整備�

高齢者に適した生産
活動の推進�

高齢者活動グループ
の育成�

労力補完システムの
整備�

あらゆる学習機会の
確保�

適正な評価と能力発揮
の場の設定�

人材バンクの設置・登録、
技術者等の認定�

高齢者の経済的自立と
生活設計�

家庭生活、地域活動へ
の積極的な参画の促進�

農山漁村文化伝承活動
の推進�

農山漁村における情操
教育�

高齢者の技術を活か
した加工による地域
特産品づくりの推進�

快適な労働環境の整備�

快適な生活環境の整備�

がんじゅう�

�

■
農
業
を
通
し
て
知
識
を
伝
え
る

城
辺
町
西
平
・
長
南
の
「
つ
む
か
ぎ
会
」
は
、
ラ
ッ
キ

ョ
ウ
、
島
ニ
ン
ジ
ン
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
等
を
生
産
し
、
直
売

所
で
販
売
す
る
ほ
か
、学
校
給
食
へ
も
供
給
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
植
え
付
け
・
収
穫
や
、
ジ
ャ
ガ

イ
モ
の
収
穫
を
小
学
校
等
地
域
の
子
ど
も
達
と
行
う
な

ど
、
世
代
間
交
流
も
活
発
で
す
。
収
穫
し
た
作
物
を
用
い

て
高
齢
者
が
ジ
ュ
ー
シ
ー
や
天
ぷ
ら
を
作
り
、
子
ど
も
達

に
振
る
舞
っ
た
り
と
、
技
術
だ
け
で
な
く
、
昔
か
ら
伝
わ

る
食
の
伝
承
も
行
っ
て
い
ま
す
。

読
谷
村
座
喜
味
の

「
座
喜
味
環
境
を
守

る
婦
人
の
会
」
で
は
、

集
落
の
空
き
地
に
花

を
植
え
た
り
、
住
み

良
い
環
境
づ
く
り
を

目
指
し
「
捨
て
た
ら

ゴ
ミ
、
生
か
せ
ば
資

源
」
の
啓
発
活
動
を

積
極
的
に
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
空
き

缶
拾
い
や
古
紙
回
収

作
業
を
実
践
し
、
平

成
十
四
年
に
は
、
収
益
金
を
活
用
し
て
集
落
の
案
内
板
を

設
置
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
河
辺
環
境
づ
く
り
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
ど
の
活
動
に
お
い
て
も
地
域
の
住

民
が
刺
激
を
受
け
、
地
域
ぐ
る
み
の
活
動
へ
と
発
展
し
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
長
年
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
昨
年
、
県
知

事
か
ら
都
市
緑
化
功
労
者
表
彰
を
、
平
成
十
六
年
度
農
山

漁
村
い
き
い
き
シ
ニ
ア
活
動
表
彰
で
は
農
林
水
産
大
臣
賞

を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

本
部
町
新
里
で
は
、
毎
月
一
回
、
第
一
日
曜
日
の
午
前

七
時
か
ら
、
新
里
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
、
野
菜

作
り
を
し
て
い
る
高
齢
者
が
中
心
と
な
っ
て
「
朝
市
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
老
人
会
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
に
な
り
、
地
域

活
性
化
に
向
け
て
何
が
で
き
る
の
か
話
し
合
い
を
重
ね
た

結
果
に
よ
る
も
の
で
す
。
多
く
の
直
売
所
や
地
域
づ
く
り

の
事
例
等
を
見
聞
し
、朝
市
の
開
催
に
向
け
て
取
り
組
み
、

平
成
十
三
年
の
七
月
か
ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

朝
市
に
は
、
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
や
エ
ン
サ
イ
、

パ
パ
イ
ヤ
等
の
野
菜
類
の
ほ
か
、
農
産
加
工
品
、
花
き
類

及
び
魚
介
類
な
ど
三
十
品
種
近
い
特
産
品
が
並
び
ま
す
。

早
朝
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
鮮
で
安
い
野
菜
等
を
買
い
求

め
て
、
毎
回
多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

県
で
は
、
平
成
九
年
に
沖
縄
県
農
山

漁
村
高
齢
者
ビ
ジ
ョ
ン
「
ち
ゃ
ー
頑
丈

が
ん
じ
ゅ
う

プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
平
成
十
三
年
ま

で
の
間
、
高
齢
者
が
健
康
で
い
き
い
き

活
躍
で
き
る
方
向
性
を
示
し
、
市
町

村
・
関
係
団
体
と
連
携
し
て
推
進
し
て

き
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
後
さ
ら
に
進
行
す
る
と

予
測
さ
れ
る
農
山
漁
村
の
高
齢
化
に
対

し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
高
齢
者
が
持

つ
知
識
・
技
術
等
を
活
か
せ
る
活
動
の

場
や
環
境
等
の
整
備
を
継
続
し
て
支
援

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
平
成
十
四
年
度
か
ら
の
十

年
間
、
高
齢
者
が
健
康
で
自
立
的
に
生

活
し
、
い
き
い
き
と
活
動
で
き
る
社
会

の
実
現
を
基
本
目
標
と
す
る
沖
縄
県
農

山
漁
村
高
齢
者
ビ
ジ
ョ
ン
「
ち
ゃ
ー
頑が
ん

丈じ
ゅ
う
プ
ラ
ン
二
〇
一
二
」
を
策
定
し
ま
し

た
。こ

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
指
針
と
し
、
今
後

と
も
、
農
林
水
産
業
に
関
わ
る
高
齢
者

へ
の
支
援
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

直
売
市
活
動
（
本
部
町
新
里
）

■
野
菜
の
直
売
市
で
地
域
を
活
性
化

地
域
活
動

「
座
喜
味
環
境
を
守
る
婦
人
の
会
」

（
読
谷
村
座
喜
味
）

■
地
道
な
活
動
、
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り


